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論文紹介の基本　ver. 1.1

　一人の発表時間は20分が基本。発表15分（10分目で1鈴，15分で2鈴）。質疑5分（計20分目で3鈴）。タイムキーパーと司会は次の発表者が実施。ただ，本人の成長を期待するので質疑は延長する可能性がある。

1. 書誌 bibliography

　個々の文献で，第2行以下は，ぶら下げインデントを設定すること。MS Wordでは，表示/ルーラー，印刷モードの場合に枠最上部にルーラーを表示[image: image2.png]RELTYTHR




し，このルーラーの真ん中の▲を右に2bytes1文字ほど右に移動する。

　雑誌の場合：

木庭元晴，1980. 琉球層群と海岸段丘. 第四紀研究，第四紀研究，Vol. 18, pp. 189-208.
　単行本の場合：

木庭元晴（編著），1996. 環礁の形成とカルスト化作用.　及びカルスト用語集 . 『カルスト　その環境と人びととのかかわり 』(日本地理学会カルスト地域作業グループ編）, 大明堂,　pp. 144-161 及びpp. 176-325.
　情報の構造は，著者名，発行西暦年次，論文名，掲載タイトル（雑誌名または書名journal or book title），巻号および頁。区切り記号に日本の句点（。）や読点（、）は使わず，西欧のピリオッド（.）とカンマ（，）を使う。必ず書誌情報の最後にピリオッドをつけること。
なお，複数の報告を発表する場合は，著者の姓（年号）で表すこと。
eg. 木庭（1980）など。 
2. 目的と方法と結果　purpose, method, and result

　研究の目的と達成方法と得られた結果を簡潔に記述すること。

　これを聞き手または読み手に理解できるように，図表（十分に読めるサイズにして）を掲載すること。

[image: image1.png]


3. ストーリーを作成 logic flow
　2.とダブル部分がありますが，かなり異なります。次の書式で作成してください。

①　（独自に）求められた結果を箇条書きでまとめてください。a., b.,  ......

②　①のa., b., ....を求めるのに使われた情報（測定・観察結果や既存データなど）を列挙し，それをどのように使って結果が得られたのか，その過程processとその過程で使われている考え方または根拠を右の図のような形で説明してください。

以　上
